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国際関係委員会　事業計画（案）Ｖｅｒ．１０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：安藤太一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：長瀬　洋一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長：
近藤　英雄

【委員会主旨】
山形青年会議所はこれまで５８年の歴史において、先輩諸兄を始め、行政、企業、市民と連携を図りながら地域活動の歩みを進めて参りました。「あがらっしゃいの精神〜おもてなしのこころ〜」から９９年全国大会を招致し、翌年に国際アカデミーを開催した経験を礎として、本年、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会という記念すべき事業が開催されます。この契機にやまがたの国際化に向け魅力を広めると共に個々の力強い活動が必要となります。
まずは、将来世界中の方々を招き入れる観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの推進に向けて、国内外の多くのメンバーよりＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会へお越し頂くために、ＮＯＭ諸会議や諸大会において、山形の文化・歴史・経済・産業・おもてなしの心、魅力溢れるやまがたを発信します。そして、ＬＯＭメンバー一人ひとりのモチベーションを高め、それぞれが各々の役割を果たしながら山形青年会議所が一丸となってより高い組織力で大会に臨むために、日本ＪＣ、東北地区協議会、山形ブロック協議会、シニアクラブの諸先輩方、行政、企業、関係諸団体と共にＡＳＰＡＣ決起集会を開催致します。また、国際会議を開催した実績が今後のやまがたの地域活性と、やまがたの更なる国際化に向けて発信するために、ＡＳＰＡＣ開催報告書を作成し、次世代へ引き継いでいきます。さらに、これまで連綿と姉妹関係を築いてきた四維ＪＣ（ＪＣＩ台湾）及びシティ・レディーＪＣ（ＪＣＩ香港）との絆を更なるものとするために、このＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を機に共同事業を視野に入れ、互いの相互理解とメンバー一人ひとりの友情を深めながら活動していきます。
市制施行以来の大規模な国際会議を契機に地域とともに山形の魅力を再認識し、さらに豊かな未来を見据え、日本全国、アジア地域、そして世界へと山形を発信し続けながら、国際的な活動を継続的に行っていくことで「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
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【常任理事意見】

世界的な関心が日本へ向けられている中、山形青年会議所はＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を開催する機会を頂きました。この機会にメンバー一人ひとりが積極的に向き合い、ＬＯＭの成長と山形の国際化へ向けた更なる活力となるよう取り組んで参ります。
国際関係委員会　事業計画（案）Ｖｅｒ．１０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：安藤太一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：長瀬　洋一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長：
近藤　英雄

【委員会主旨】
本年、山形青年会議所は２０１４年ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の開催という記念すべき年を迎えます。そしてこれまで５８年の歴史を紡ぎ続けて頂いたにおいて、先輩諸兄を始め、行政、企業、市民と連携を図りながら地域活動の歩みを進めてきた山形青年会議所が、参りました。「あがらっしゃいの精神〜おもてなしのこころ〜」から９９年全国大会を誘致し、翌年に国際アカデミーを開催した経験を礎として、本年、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を契機とし、という記念すべき事業が開催されます。この契機にやまがたの国際化に向け魅力を広め、ると共に個々の力強い活動が必要となります。
やまがたを訪れた国内外の方々が「再び訪れたい」という気持ちをもって頂けるような運動を展開していく必要があります。

　まずは、将来世界中の方々を招き入れる観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの推進に向けて、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会へ国内外の多くのメンバーよりこのやまがたへお越し頂くために、各ＮＯＭ新年式典、ＪＢＭ、京都会議、セネターゴルフに参加し大会直前のＰＲを行い、山形の文化・歴史・経済・産業・「あがらっしゃいの精神〜おもてなしのこころ〜」を発信するとともにアジア太平洋地域のメンバーとの繋がりをより一層深めます。ＮＯＭ諸会議や諸大会において山形の文化・歴史・経済・産業・おもてなしの心、やまがたの魅力を発信します。そして、ＬＯＭメンバー一人ひとりのモチベーションを高め、それぞれが各々の役割を果たしながら山形青年会議所が一丸となってより高い組織力で大会に臨むために、日本ＪＣ、東北地区協議会、山形ブロック協議会、シニアクラブの諸先輩方、行政、企業、関係諸団体と共にＡＳＰＡＣ決起集会を開催します。また、国際会議を開催した実績をが今後のやまがたの地域活性と、やまがたの更なる国際化に向けて進化し続け発信するために、ＡＳＰＡＣ開催報告を通し次世代へ引き継いでいきます。さらに、これまで連綿と姉妹関係を築いてきたＪＣＩ台湾四維ＪＣ（ＪＣＩ台湾）及びＪＣＩ香港シティレディーＪＣ（ＪＣＩ香港）との絆を更なるものとするために、このＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を期機に共同事業を視野に入れ、互いの相互理解とメンバー一人ひとりの友情を深めながら活動していきます。

市制施行以来の大規模な国際会議を契機に多くの関係者が国際の機会に触れることで、地域と共に山形の魅力を再認識し、さらに豊かな未来を見据えるとともに日本全国、アジア地域、そして世界へと山形を発信し続けるながら、国際的な活動を継続的に行っていくことで「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。

